










工学専攻博士後期課程（広域環境保全教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 他講座・他専攻の教員や学生とも共通の
テーマについて議論できる、体系的で総合的
な思考能力を身に付けている。

• 最先端の研究に関する高度な知識をもって
おり、自らの研究に活かせる技術力を有して
いる。

• 幅広い知識に基づいた実践的技術力、柔軟
な思考力を有している。

• 実社会における具体的な課題を実践的に解
決できる能力を身に付けている。

• 英語力を含め国際的なレベルでの情報交換
が可能なコミュニケーション力を有している。

• 国際交流を積極的に行い、国際的にも高い
評価を受ける最高水準の研究を推進する能
力を身に付けている。

• 地域間、国際間の研究交流を行い、国内外
で高い評価を受ける最高水準の研究を推進
する能力を身に付けている。

• 個性を生かしつつグループで、地域社会と協
働する力を有している。

２
年
次

１
年
次

広域環境保全教育プログラム開講科目

地下岩盤環境解析論

岩盤工学設計特論

地盤内物質輸送論

地盤防災工学論

質的環境工学特論

防災水工学特論

沿岸防災工学

応用水文工学特論

応用生態工学論

専攻共通科目

先端科学特別講義Ⅱ

プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科目

インターンシップⅡ

特別プレゼンテーションⅡ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（日本の先端科学Ⅱ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）

ＭＯＴ概論・基礎編

ＭＯＴ概論・応用編

実践ＭＯＴ

プロジェクトマネジメント

生産マネジメント

企業経営概論

ベンチャー企業論

３
年
次

博士論文

3



工学専攻博士後期課程（社会環境マネジメント教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 他講座・他専攻の教員や学生とも共通の
テーマについて議論できる、体系的で総合的
な思考能力を身に付けている。

• 最先端の研究に関する高度な知識をもって
おり、自らの研究に活かせる技術力を有して
いる。

• 幅広い知識に基づいた実践的技術力、柔軟
な思考力を有している。

• 実社会における具体的な課題を実践的に解
決できる能力を身に付けている。

• 英語力を含め国際的なレベルでの情報交換
が可能なコミュニケーション力を有している。

• 国際交流を積極的に行い、国際的にも高い
評価を受ける最高水準の研究を推進する能
力を身に付けている。

• 地域間、国際間の研究交流を行い、国内外
で高い評価を受ける最高水準の研究を推進
する能力を身に付けている。

• 個性を生かしつつグループで、地域社会と協
働する力を有している。

２
年
次

１
年
次

社会環境マネジメント教育プログラム開講科目

持続可能都市システム

環境便益計測論

地域公共政策論

状況景観論

社会基盤メインテナンス工学

耐震・制震設計論

防災マネジメント

環境軽負荷学

専攻共通科目

先端科学特別講義Ⅱ

プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科目

インターンシップⅡ

特別プレゼンテーションⅡ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（日本の先端科学Ⅱ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）

ＭＯＴ概論・基礎編

ＭＯＴ概論・応用編

実践ＭＯＴ

プロジェクトマネジメント

生産マネジメント

企業経営概論

ベンチャー企業論

３
年
次

博士論文

4



工学専攻博士後期課程（人間環境計画学教育プログラム）カリキュラムツリー

２
年
次

１
年
次

人間環境計画学教育プログラム開講科目

建築音響学特論

空間構法計画

建築情報マネジメント論

建築史特論

建築ドローイング概論

都市環境工学特論

都市情報学特論

専攻共通科目

先端科学特別講義Ⅱ

プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科目

インターンシップⅡ

特別プレゼンテーションⅡ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（日本の先端科学Ⅱ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）

ＭＯＴ概論・基礎編

ＭＯＴ概論・応用編

実践ＭＯＴ

プロジェクトマネジメント

UXデザイン

DX経営

ベンチャー企業論

３
年
次

高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 人間の尊厳と環境との調和を認識し、高度で普遍性の
ある人文・社会科学の知識をもち、持続可能な循環型
社会実現のための広い意味での環境問題を理解する
教養を有している。

• 上述の教養を基盤として、自らの知識や理解を研究に
適用する際の社会的、倫理的責任を考慮しつつ、俯瞰
的視野をもって学術の新たな地平を切り開く能力を有
している。

• 建築学及び建築学の諸分野における独創的な研究に
より、学問分野の先端知識を創造し、その成果を国内
外に発表し、グローバル社会における知識の最前線の
拡大に貢献できる。

• 建築学及び建築学の諸分野の観点より、地域社会に
おける産業、文化、教育、政策、福祉などの振興に寄
与する先端的研究者及び研究マインドをもつ高度専門
職業人として、地域社会のリーダーとなる力を有してい
る。

• 都市空間・建築などの人間が生活する環境の計画に関
する体系的な知識、または持続可能な地球環境構築や
環境評価体系の構築など、人間を取り巻く環境の管理に
関する体系的知識、あるいは人間が構築してきた歴史
的環境や空間の理解と、それらの修景・保全に関する最
新の理論と技術に関する体系的知識を修得している。

• 上述の各分野に必要な技術と方法を修得し、高い専門
性を有する学修目標を設定し、深い洞察力と総合的な判
断力をもって自律的な研究生活ができ、その成果を以て
知識基盤社会に貢献できる。

博士論文



工学専攻博士後期課程（循環建築工学教育プログラム）カリキュラムツリー

２
年
次

１
年
次

循環建築工学教育プログラム開講科目

高機能性材料設計論

補修・補強材料工学

建築構造設計学特論

安全制御耐風設計論

構造工学における有限要素法

専攻共通科目

先端科学特別講義Ⅱ

プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科目

インターンシップⅡ

特別プレゼンテーションⅡ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（日本の先端科学Ⅱ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）

ＭＯＴ概論・基礎編

ＭＯＴ概論・応用編

実践ＭＯＴ

プロジェクトマネジメント

UXデザイン

DX経営

ベンチャー企業論

３
年
次

高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 人間の尊厳と環境との調和を認識し、社会に貢献でき
る人格を形成するための人文・社会科学の基礎知識を
持っている。

• 上記の知識を工学技術に応用する能力、すなわち技
術者倫理を身に付けている。

• 持続可能な循環型社会の形成のために解決すべき環
境問題を理解している。

• 建築学及び建築学の諸分野における独創的な研究に
より、学問分野の先端知識を創造し、その成果を国内
外に発表し、グローバル社会における知識の最前線の
拡大に貢献できる。

• 建築学及び建築学の諸分野の観点より、地域社会に
おける産業、文化、教育、政策、福祉などの振興に寄
与する先端的研究者及び研究マインドをもつ高度専門
職業人として、地域社会のリーダーとなる力を有してい
る。

• 循環型社会を念頭に、新素材・新構法、補修・補強技術
による長寿命構造物の設計、施工、維持管理システム
の構築を可能にする体系的知識を有している。

• 環境負荷低減を念頭に、建設廃棄物などの再利用・再
活用技術の開発を推進しうる体系的知識を有している。

• 建築構造物の耐震性能に関する評価法、設計法、診断
法、耐震補強技術の開発を可能にする体系的知識を有
している。

• 上述の分野に必要な技術と方法を修得し、高い専門性
を有する学修目標を設定し、深い洞察力と総合的な判断
力をもって自律的な研究生活ができ、その成果を以て知
識基盤社会に貢献できる。

博士論文



工学専攻博士後期課程（先端機械システム教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 先端的な熱・流体・材料の力学と機械設計・
精密加工・機械製作技術などについて、幅広
い知識を修得している。

• 高度化した機械システムに関する問題解決
能力、深い洞察力と探求心を修得している。

• 他の専攻・講座との連携をはかり、先端・広
域領域の研究プロジェクトへ発展させる能力
を有している。

• 課題・演習・プレゼンテーションを通じ、英語
によるコミュニケーションができる能力を修得
している。

• 産業界との情報交換、引いては共同研究が
できる関係を常に構築し、基礎研究にとどま
らず実用化を目指した研究を行い、産業界に
自らアピールできる能力を有している。

２
年
次

１
年
次

先端機械システム教育プログラム開講科目

高温強度学特論

非平衡熱力学

数値流体工学

流体エネルギー変換工学

熱・物質移動工学

熱流動シミュレーション

相変化伝熱特論

混相流体力学

超精密加工学

機械設計システム

マイクロ・ナノシステム創成論

バイオメカニクス

爆発加工学

衝撃工学特論

全専攻共通科目

インターンシップⅡ

特別プレゼンテーションⅡ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（日本の先端科学Ⅱ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

３
年
次

博士論文

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ

科学英語演習Ⅱ

理工融合教育科目（MOT特別教育科目）

ＭＯＴ概論・基礎編

ＭＯＴ概論・応用編

実践ＭＯＴ

プロジェクトマネジメント

UXデザイン

DX経営

ベンチャー企業論



工学専攻博士後期課程（機械知能システム教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 知的な機械システムや生産システムに関わ
る高度の専門知識と、その実践的応用能力
を修得している。

• 探究心、創造性および問題解決能力を有し
ている

• 異なる研究分野間の柔軟な協力・連携をは
かり研究を展開・発展させる能力を有してい
る。

• 国内外と学術交流できるコミュニケーション力
を有している。

• 幅広い分野に適応でき、研究者集団・技術者
集団の一員として協調して研究を遂行する能
力を修得している。

２
年
次

１
年
次

機械知能システム教育プログラム開講科目

成形加工論

知能機械システム特論

破壊力学

メンテナンス工学

接合加工学

能動計測特論

ロバスト適応制御論

数値最適化に基づく制御則設計論

生産システム設計

全専攻共通科目

インターンシップⅡ

特別プレゼンテーションⅡ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（日本の先端科学Ⅱ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

３
年
次

博士論文

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ

科学英語演習Ⅱ

理工融合教育科目（MOT特別教育科目）

ＭＯＴ概論・基礎編

ＭＯＴ概論・応用編

実践ＭＯＴ

プロジェクトマネジメント

UXデザイン

DX経営

ベンチャー企業論



工学専攻博士後期課程（機能創成エネルギー教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 幅広い領域を抱合する電気エネルギー工学
関連分野の高度専門知識を持っている。

• 学会誌への論文投稿、研究成果や討論など
により、自発的探求心、論理的思考能力、課
題発見・解決能力、表現能力を修得している。

• 理工融合教育科目における研究主導型の教
育科目により、多様な領域に幅広く対応し、
かつ新たな研究分野を開拓できる能力を修
得している

• 海外先進大学の教員による指導、国際学会
での論文発表、海外インターンシップなどに
より、英語による充分なコミュニケーション能
力を備え、世界で活躍しうる国際的感覚を有
している。

• 産学連携の研究テーマの遂行、国内外のイ
ンターンシップにおける実践経験などを通し
て、地域産業への理解を深め、グローバルな
視点で高度な専門知識を地域社会に還元す
るリーダーシップを修得している。

２
年
次

１
年
次

機能創成エネルギー教育プログラム開講科目

超音波工学

電力システム経済論

パワーエレクトロニクス特論

電磁エネルギー生体応用工学

機能電子デバイス論

ナノ構造応用工学

パルス放電プラズマ応用工学

光応用工学特論

パルスパワー医療科学特論

衝撃波バイオエレクトリクス科学特論

衝撃パルスパワー発生制御技術

バイオエレクトリクス工学

結晶構造解析概論

現代半導体物理学

集積回路工学特論

半導体先端実装特論

専攻共通科目

先端科学特別講義Ⅱ

プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科目

インターンシップⅡ

特別プレゼンテーションⅡ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（日本の先端科学Ⅱ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ

科学英語演習Ⅱ

３
年
次

博士論文

理工融合教育科目（英語教育科目）

ＭＯＴ概論・基礎編

ＭＯＴ概論・応用編

実践ＭＯＴ

プロジェクトマネジメント

UXデザイン

DX経営

ベンチャー企業論



工学専攻博士後期課程（人間環境情報教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 情報・電子・制御工学の基礎ならびに理論的
分野とその応用的分野における高度な専門
能力を持っている。

• 知的探求心、論理的思考能力、問題発見・解
決能力、表現能力などを修得している。

• 情報・電子・制御関連領域の知識を基盤に、
これらの境界・複合領域に関する理解・応用
能力（専門的知識）を修得している。

• 国際学会での論文発表、海外大学での研修
などへの積極的な参加を通じて、国際的な社
会性を有している。

• 国内外の一流企業でのインターンシップを通
じて、社会性やリーダーシップを修得している。

２
年
次

１
年
次

人間環境情報教育プログラム開講科目

モデルベースド制御特論

人間機械システム工学特論

サイバネティクス特論

画像情報処理

マルチモーダル情報処理特論

統計信号処理特論

多元情報計測処理特論

知的医療画像情報処理特論

音響情報処理特論

専攻共通科目

先端科学特別講義Ⅱ

プロジェクトゼミナールⅡ

全専攻共通科目

インターンシップⅡ

特別プレゼンテーションⅡ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（日本の先端科学Ⅱ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

３
年
次

博士論文

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ

科学英語演習Ⅱ

理工融合教育科目（英語教育科目）

ＭＯＴ概論・基礎編

ＭＯＴ概論・応用編

実践ＭＯＴ

プロジェクトマネジメント

UXデザイン

DX経営

ベンチャー企業論



工学専攻博士後期課程（物質生命化学教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 物質化学および生命化学に基づく最先端の
機能性材料の構造や特性を幅広い視野で探
索できる高度な知識と技術を持っている。

• 材料開発に関する萌芽的・基礎的研究から
実用化を目指した応用研究まで幅広く展開で
きる研究力を持っている｡

• 個々の専門分野の研究をより深化させ､分野
間の有機的連携を図り､先駆的学際研究プロ
ジェクトを提案できる｡

• 外国人研究者との交流､ならびに外国語によ
る発表､論文作成等を主体的に行うことがで
きる｡

• 独創的な研究課題の設定､論理的な研究手
法の確立､効果的な研究成果の発表能力の
向上に努め､研究者としての自立性を持って
いる｡

• 研究成果を地域社会へ還元するための発想
力と提案力を有している。

２
年
次

１
年
次

全専攻共通科目

インターンシップⅡ

特別プレゼンテーションⅡ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（日本の先端科学Ⅱ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）

ＭＯＴ概論・基礎編

ＭＯＴ概論・応用編

実践ＭＯＴ

プロジェクトマネジメント

生産マネジメント

企業経営概論

ベンチャー企業論

３
年
次

博士論文

物質生命化学教育プログラム開講科目

機能性医用材料工学

無機機能物質化学

分子計測化学

高密度流体化学プロセス

有機ナノ物質化学

機能電極応用化学

ナノ機能界面制御特論

ナノ物性シミュレーション化学

機能材料プロセス工学

ナノ無機材料工学

触媒表面化学特論

分子酵素化学

ナノ機能物質設計特論

ナノ界面電気化学

光機能物質科学論

専攻共通科目

先端科学特別講義Ⅱ

プロジェクトゼミナールⅡ

核酸機能化学



工学専攻博士後期課程（物質材料工学教育プログラム）カリキュラムツリー
高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 物質の構造､物理的・化学的性質､力学特性
等をナノからマクロにわたる幅広い視野で探
索できる高度な知識と技術を持っている。

• 材料開発に関する萌芽的・基礎的研究から
実用化を目指した応用研究まで幅広く展開で
きる研究力を持っている｡

• 個々の専門分野の研究をより深化させ､分野
間の有機的連携を図り､先駆的学際研究プロ
ジェクトを提案できる｡

• 外国人研究者との交流､ならびに外国語によ
る発表､論文作成等を主体的に行うことがで
きる｡

• 独創的な研究課題の設定､論理的な研究手
法の確立､効果的な研究成果の発表能力の
向上に努め､研究者としての自立性を持って
いる｡

• 研究成果を地域社会へ還元するための発想
力と提案力を有している。

２
年
次

１
年
次

全専攻共通科目

インターンシップⅡ

特別プレゼンテーションⅡ

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ

科学技術と社会Ⅱ

Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（日本の先端科学Ⅱ）

English for Science and Technology

（科学技術英語特論）

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ

現代社会理解Ｂ

技術革新のための基礎科学

マネジメント概論

科学の歴史

理工融合教育科目（英語教育科目）

ＭＯＴ概論・基礎編

ＭＯＴ概論・応用編

実践ＭＯＴ

プロジェクトマネジメント

生産マネジメント

企業経営概論

ベンチャー企業論

３
年
次

博士論文

物質材料工学教育プログラム開講科目

材料構造制御科学特論

先端マテリアル塑性工学

マテリアル数値モデリング工学

非線形連続体力学

材料界面電子化学特論

材料ナノ界面設計学

アモルファス・ナノ結晶材料学

先端セラミックス材料設計学

水素材料評価学

ナノカーボン物質材料特論

非鉄金属材料学特論

微細構造評価学特論

材料の組織形成と分析評価

マテリアルプロセス設計

結晶成長学

実践英語

専攻共通科目

先端科学特別講義Ⅱ

プロジェクトゼミナールⅡ



２
年
次

１
年
次

専門科目
先端半導体システム教育プログラム開講科目

現代半導体物理学(2)
集積システム設計工学特論Ⅱ (2)
コンピュータアーキテクチャ特論Ⅰ (2)
コンピュータアーキテクチャ特論Ⅱ (2)
先端セラミックス材料設計学(2)
結晶構造解析概論(2)
材料構造制御学特論(2)
半導体システム特別講義Ⅱ (2)
集積回路工学特論Ⅱ (2)
薄膜プロセス工学特論Ⅱ (2)
半導体デバイスシステム特論(2)
ディジタルシステム特論(2)
ナノ構造解析特論(2)
半導体シミュレーション特論Ⅱ (2)
半導体プロセス特論Ⅱ (2)
半導体インフォマティクス特論Ⅱ (2)
次世代半導体工学特論Ⅱ (2)
半導体デバイス実習 （選択必修） (2)
異分野ゼミナール（選択必修） (2)

全専攻共通科目

インターンシップⅡ(2)

特別プレゼンテーションⅡ (2)

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ(1)

科学技術と社会Ⅱ (1)

Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（日本の先端科学Ⅱ） (2)

English for Science and Technology

（科学技術英語特論） (2)

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ(1)

現代社会理解Ｂ(1)

技術革新のための基礎科学(1)

マネジメント概論(1)

科学の歴史(1)

理工融合教育科目（MOT特別教育科目）

ＭＯＴ概論・基礎編(1)

ＭＯＴ概論・応用編(1)

実践ＭＯＴ(2)

プロジェクトマネジメント(1)

UXデザイン(1)

DX経営(1)

ベンチャー企業論(1)

３
年
次

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ (1)

科学英語演習Ⅱ (1)

高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

半導体・情報数理専攻博士後期課程（先端半導体システム教育プログラム）カリキュラムツリー・履修モデル

博士論文 授与する学位：博士（工学）or 博士（情報学）

• 高度な学術研究の中核として最先端の学術研究を推し進
める能力を修得している。

• 研究成果を論文として専門誌に掲載することを通じて、研
究成果の効果的な発表方法を修得している。

• 自発的探求心、論理的思考能力、課題発見・解決能力、
表現能力を修得している。

• 半導体工学全般に関する広範な知識を
修得している。

• 専門分野とその周辺における最新の科
学技術を修得している。

• 国内外の学会での論文発表を通して、プ
レゼンテーション能力、コミュニケーション
能力を修得している。

• 国内外の企業・研究機関等と連携できる
企画力、実践力、社会性により地域社会
に貢献できる。

・専門科目の11単位以上（専門科目の「半導体デバイス実習」2単位
あるいは「異分野ゼミナール」２単位のいずれかを含む。）

・理工融合教育科目1単位
合計12単位以上を修得

養成する
人材像

学士課程および博士前期課程教育で培われた半導体デバイス工学の素養を基盤として、各専門分野で自立し、かつ、地域と国際社会で指導的役割を発揮できる高度専門人材。特に、
半導体工学及びその関連分野で、高度な専門能力と高い見識を備え、創造的かつ実践的に学問の発展や人類の福祉に寄与することのできる人材



半導体・情報数理専攻博士後期課程（先端情報数理教育プログラム）カリキュラムツリー・履修モデル

高度な専門知識・技能及び研究力 学際的領域を理解できる深奥な教養力 グローバルな視野と行動力 地域社会を牽引するリーダー力

• 高度な学術研究の中核として最先端の学術研究を推し
進める能力を修得している。

• 研究成果を論文として専門誌に掲載することを通じて、
研究成果の効果的な発表方法を修得している。

• 自発的探求心、論理的思考能力、課題発見・解決能力、
表現能力を修得している。

• 情報数理工学全般に関する広範な知識を
修得している。

• 専門分野とその周辺における最新の科学
技術を修得している。

• 国内外の学会での論文発表を通して、プ
レゼンテーション能力、コミュニケーション
能力を修得している。

• 国内外の企業・研究機関等と連携でき
る企画力、実践力、社会性により地域社
会に貢献できる。

２
年
次

１
年
次

専門科目
先端情報数理教育プログラム開講科目

時系列解析特論(2)

データ工学特論(2)

画像情報処理(2)

非線形システム解析特論(2)

知的医療画像情報処理特論(2)

情報通信基盤セキュリティ特論(2)

メディア情報応用技術論(2)

システムソフトウェア特論(2)

人間情報学特論(2)

データサイエンス特論(2)

音響情報処理特論(2)

複雑系解析特論(2)

調和解析学特論(2)

組合せ論特論(2)

グラフ構造理論特論(2)

確率過程論特論(2)

対称マルコフ過程特論(2)

統計的推測特論(2)

多変量解析特論(2)

スペクトラルグラフ理論特論(2)

３
年
次

博士論文 授与する学位：博士（工学）or 博士（情報学）

全専攻共通科目

インターンシップⅡ(2)

特別プレゼンテーションⅡ (2)

理工融合教育科目（先端科学科目）

科学技術と社会Ⅰ(1)

科学技術と社会Ⅱ (1)

Current Science and Technology in Japan Ⅱ

（日本の先端科学Ⅱ） (2)

English for Science and Technology

（科学技術英語特論） (2)

理工融合教育科目（大学院教養教育科目）

現代社会理解Ａ(1)

現代社会理解Ｂ(1)

技術革新のための基礎科学(1)

マネジメント概論(1)

科学の歴史(1)

理工融合教育科目（MOT特別教育科目）

ＭＯＴ概論・基礎編(1)

ＭＯＴ概論・応用編(1)

実践ＭＯＴ(2)

プロジェクトマネジメント(1)

UXデザイン(1)

DX経営(1)

ベンチャー企業論(1)

理工融合教育科目（英語教育科目）

科学英語演習Ⅰ (1)

科学英語演習Ⅱ (1)

・専門科目の11単位以上
・理工融合教育科目1単位

合計12単位以上を修得

養成する
人材像

数理・データサイエンス、情報工学の素養を基盤として、各専門分野で自立し、かつ、地域と国際社会で指導的役割を発揮できる高度情報専門人材。特に、情報通信、応用数理お
よびその関連分野で、高度な専門能力と高い見識を備え、学問の発展、創造的かつ実践的に人類の福祉に寄与することのできる人材
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